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　　　　　　　　　　　流星課だより（77）

　　　　　　　　　　　　課長　小鼠孝二郎

　謹みて1938年の歳旦を賀し奉る．

　年初の四分儀流星群は2日が新月に當ってみるので槻測には絶好である．昨

年槻弓不可能であったことを省みて大方の奮起を促したい．嚴塞の眞只中であ

るが，槻測の快味は充分味はれる．流星群の見られるのは1日～6日頃の一週間

ばかりであるが，4日の曉に著しい極大が見られるであらう．2時以後は輻射貼

が地上に上るが4時～5時頃が見頃であらう．

　本年は5月初の水瓶：座η流星群，7月末の水瓶座δ流星群，‘10月のオリオン座

流星群，11月の獅子座流星群等は月明の妨害少く観測に好都合である．之に反

して4月の琴座流星群，8月のペルセウス座流星鴛，12月の双子座流星群は一寸

具合が悪v・．

　　　　　　　　　　　×　×　×
　前回報告後到着した観測は，實方雅雄（11月），松橋高四郎（11月），吉井耕一

（10月），堀田泰生（11月）の諸氏の方kからのものである．この他に本田實氏か

ら停止流星（12月3日）の報告があった．

　11月の獅子座流星群の極大期にあたり，筆者の行った観測概略は次の様であ

る．14日のものは茂代の槻測である．

　　　日　　　観測時間　　　流星敬　獅子座流星　F
　　　14　　4時25分一5時25分（60分）　　　7　　　　4　　　09

　　　15　　4　0－510　（70分）　　22　　　　2　　　1．O

　　　l6　　　4　0－5　0　（60分）　　　23　　　　9　　　0．8

　　　17　　　　　4　50　－5　30　　（40分）　　　　　　8　　　　　　　　　3　　　　　　　0」7
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極大は恐らく16日朝に起つたものであらう．

　　　　　　　　　　×　×　×
昨年7月及8月の槻測集計は下表の通りである（12月6日記）

　　　　　　　観測者，観測地及観測数　（1937年7月及8月）

1　　7
月 8 月

魏　測　者 槻　測　地 －

回数 時間薮流星藪 回数 時間数流星数

分　棋　和　枝 和歌山縣金屋 2 180 10

實　方雅雄 京　城　府 3 婁65 56 3 345 66

小計孝二郎 和歌山縣金屋 7 460 62 9 720 225

小　愼　茂代 和歌山縣金屋 2 180 20

吉　井　耕一 廣島縣竹原 7 715 240

堀　田　泰生 横　濱　市 2 215 79

　　　　　　　　　　　遊星面課月報（11月）

　木星はもう観測の好機ではなくなったが，火星の檬に覗直径の縮少が速かで

ないから未だ12月一杯は見える．冬期に入ると例年の檬に目立ってシ1イング

が悪くなるから，遊星面の観察の檬な精緻な仕事に適しなV・・今月に入って木

星のスケッチは青木章氏から8枚，宗田順二氏から2枚受取つた．共に器械の口

径が小さいので木星面の詳細は認めてをられないが爾スケッチから観てJ縞の

太さ位置には攣化は無V・模様である．

　火星観測の記録は目下幹事の手で整理中，逐次天界に焚表しますから詳細の

記事の方に譲iります．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E・D）

　〔第96頁より〕

自在些の手数も要しない．三巴は梢大形の萬年筆程度であり，特に持重りがす

るといふ程のことはなく，充分輕快に使用できる．乾電池，豆電球，鉛筆は総

て普通に得られるから，消耗品の補給は容易である．

省，本器は特に吾々のみならす，廣く一一一般砒含の夜間活動者に利便を與える

ことも，相當あらうかと思はれる．各方面に利用されることを願ってみる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1937．　ix）
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太陽課．黒職樺撒源流（1937年11月）

観
　
測

塗扇後　久　本伊　改　三　リ」木正沓工淺　森堀　御　菊　田
@　　　　達　獲　宅　星　邊　村　掛　石　居　久　田　供　池　村藤　上　藤　保　田　　　　　英　　　　　．．．一　　　　　　　　　　保　　　康　　　太　香　和　繭　成　一　七　辰　正　　　泰　印　．芳　正

者
李　務　一　則　實　郎　鳩　夫　業　麿　忠　二　次　雄　茂　生　孝　雄　三（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（

豪　鹿　佐　高　廣　兵　紳　大　大　滋　岐　長　謡　横横　横　東　岩　函

（
観
測
地
）

1鷺灘購鱗総総．ll灘町　市　町　校　村　丘　町　市　歴　村　町　村　村　醒　庭　匠　中　町　町

）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

緒径 50　　34　　60　　75　　50　　80　150　　50　　25　　75　　25　102　　55　　58　　45　　38　　60　　50　　58
rnm

倍率 50　　53　　80　　53　　59　　70　　68　　88　　40　　60　　48　　75　　64　　60　　60　　50　　50　　50　　64

一

1 101曇　雨　　　曇　雨　献　去　鹸　曇　雨　雨　曇　曇　曇　曇　曇　雨　曇
2 忙　〃　72　　〃　暴　〃　〃．〃　雨　曇150　〃　〃　〃　〃　〃111飲
3 130　雨　曇　　　〃　雨　〃　〃　〃　〃　〃　雨　雨　雨　〃．雨　雨　雨　曇
4 忙　曇　92　　雨　曇　〃　侠　〃12367曇　〃　曇　〃　曇　曇123　〃
5 68　〃　曇　　　’ク．．雨．．．〃．酎．．．．ク　雨＿雨　雨＿曇．．．ク．＿雨＿雨．．．雨＿．曇．．峡

6 70　　　〃　　　雨　　　　　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　ノ7　　　〃　　　〃　　　雨　　　〃　　　！ク　　　曇　　　〃　　　芸

7 12　〃　39　　56忙　6233　〃　43　曇　曇　〃　5339　15　体　〃　16
8 34　〃　．雨　　　雨　雨　訣　雨　〃　雨　雨　雨　〃　雨　雨　雨　雨　〃　曇
9 58　68　〃　　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　ク　曇　峡　〃　〃　〃　ク　雨　雨
10 90　　57　　65　　　　　88　　苧亡　l17　工14　　80　　49　　74　　82　　61　　71　　餅と　89　　79　　〃　　曇
11 86　62　63　　　曇　〃　訣137　92　69　曇’雨　雨　雲　曇　曇　観　雲108
12 旅　曇　72　　106119108193　86　79　58110　〃　〃　嵌　訣　72　雨　曇
13 〃　7381　　83忙131侠　8466　曇112　曇106曇　〃123曇　〃
14 61　　72　　81　　　　　94　123　　缶た　184　　61　　66　　84　129　　77　　管長　105　117　　休　　〃　121
15

！6 54　　〃　　85　　　　　75　111　117　　66　　51　　40　　49　　曇　　二　　曇－　〃　　『鼻　　73　　59　　64

17 忙　〃　65　　73曇　鹸　雨　鹸　族　曇　欲　63忙　79．l19畿　訣　曇
18 〃　〃　91　　122雨　〃　曇　748484曇　曇115曇　雨　曇　雨　雪
19 曇　〃　92　　族忙1237767雨　曇　グ　68曇　訣　曇　〃　雪．敏
20 〃　　46　　85　　　　　　〃　　　〃　　缶た　　67　　45　　36　　45　　〃　　34　　〃　　　〃　　66　　研　　83　　54
（21） 〃　曇　雨　　　雨　雨　ク　曇　飲　雨．『雨　〃『『雨．〃　曇　二「『曇　曇　鋏
22 〃　〃　46　　45曇　〃　峡　45曇　444555　〃　銃　〃　〃　雨　曇
23 雨　　47　　雲　　　　　50　　73　　53　　68　．46　　〈』7　　曇　　59　　75　　48　　47　　67．釧こ　曇　　29
24 曇　　罫　　47　　　　　64　　・卜亡　　54　　看決　　35　　56　　〃　　49　　曇　　49　　缶た　　62　　25　　碕苛　　曇
25 〃　　22　　48　　　　　54　　53　　57　　〃　　36　　66　　44　　60　　35　　曇　　〃　　歓　　13　　雪　　看決
26 忙22雲　　　54『『5477〃　4849－44『8144　〃　〃　682440’曇
27 〃　　34　　62　　　　　　78　　68　107　126　　53　115　　49　　84　　68　　61　　〃　　90　　80　　雨　　〃
28 42　　23　　雨　　　　　曇　　曇　　缶た　　訣　　訣　　89　　二　　曇　　曇　　83　　〃　　71　　曇　　〃　　雪
29 42　　23．70　　　　　　52　　78　　59　　〃　　35　　駅　　34　　缶た　　25　　齪　　〃　　72　　47　　呉　　〃
30 訣　1158　　曇曇　57　〃　11　〃　曇雲3348　〃　訣　曇雪　曇
日数 14　　13　　20　　　　　16　　9　　14　　11　　18　　17　　13　　12　　13　　10　　4　　11　　10　　　6　　　6

李均 65　　43　　69　　　　　74　　－　　90　106　　56　　67　　57　　88　　55　　72　　－　　76　　62　　一　　一

仁木邊氏の岬惑想「本月ハ著シク汀動ガ■i喉トナリ，黒黙群モ概シテ規模が小サカツタ」
囹本田氏はU．月分より練緯度圖によって毎日の爲∠kか逡られるこSに’なuJまし7こ・

囹沓掛氏の緯度報告，口氏ご正村氏εの肉眼による可醜報告は例月通刈．
囹今回より曾監鴛こる坂上務氏（鹿見回市山下町千石馬場通一丁目）が加入され工0月10日の分

　から御報告及び10糎反射鏡による爲生か逸られろこごに7g　uJましすご．　一一P一．


